
規
制
の
削
減
よ
り
適
切
な
市
場
の
設
計
が
重
要

協
調
的
労
使
関
係
や
利
害
関
係
者
重
視
が
強
み

日
本
は
米
国
型
の
株
主
重
視
モ
デ
ル
ま
ね
る
な

労
働
者
の
柔
軟
性
向
上
　

急
務

　Ｓｔｅｖｅｎ　Ｋ．　Ｖｏｇｅｌ　カリ
フォルニア大バークレー
校政治学博士。専門は日
本政治・経済

　
Ｓ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
　
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
教
授
　

　
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
」
に
関
す
る
通
説
は
、

特
に
外
国
の
報
道
で
は
、
最
初
の

２
本
の
矢
、
す
な
わ
ち
金
融
緩
和

と
財
政
出
動
に
は
成
功
し
た
が
、

３
番
目
の
構
造
改
革
は
政
治
的
な

制
約
に
よ
り
行
き
詰
ま
っ
て
い
る

と
い
う
も
の
だ
。
そ
し
て
日
本
政

府
が
そ
う
し
た
制
約
を
克
服
し
大

幅
な
規
制
緩
和
を
実
行
で
き
る
な

ら
、
日
本
経
済
は
活
力
を
取
り
戻

す
だ
ろ
う
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

　
こ
の
通
説
は
ど
ち
ら
も
間
違
っ

て
い
る
。
日
本
政
府
は
一
連
の
構

造
改
革
を
実
施
し
て
お
り
、
米
国

の
政
治
的
膠
着
状
態
に
比
べ
れ
ば

ず
っ
と
ま
し
だ
。
だ
が
規
制
緩
和

な
ど
の
構
造
改
革
が
、
生
産
性
と

成
長
に
関
し
て
期
待
通
り
の
効
果

を
も
た
ら
す
と
は
思
え
な
い
。

　
星
岳
雄
・
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
教
授
と
ア
ニ
ル
・
カ
シ
ャ
ッ
プ

米
シ
カ
ゴ
大
教
授
の
共
同
研
究
に

よ
る
と
、
１
９
９
５
〜
２
０
０
５

年
に
実
施
さ
れ
た
規
制
緩
和
と
全

要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
の
改
善

の
間
に
相
関
関
係
は
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
。
こ
れ
は
現
在
に
も
当

て
は
ま
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
市
場
と
い
う
も
の
は
、
会
社
法

を
筆
頭
に
金
融
規
制
、競
争
政
策
、

知
的
財
産
権
の
保
護
な
ど
本
質
的

に
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
）
を
必
要

と
す
る
。
と
な
れ
ば
市
場
の
強
化

・
改
善
と
は
、
規
制
の
削
減
や
自

由
化
と
い
う
意
味
で
の
「
規
制
緩

和
」
で
な
く
、
市
場
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
改
善
す
る
こ
と
の
は
ず
だ
。

政
府
が
競
争
の
活
性
化
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン（
技
術
革
新
）の
創
出
、

平
等
の
推
進
を
望
む
な
ら
、
そ
う

し
た
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
市

場
を
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
つ
ま
り
政
府
の
規
制
を
減
ら
す

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
政
府

は
政
策
目
標
を
立
て
、
自
国
の
政

治
・
経
済
制
度
の
長
所
と
弱
点
を

評
価
し
た
う
え
で
、
目
標
実
現
に

必
要
な
能
力
が
備
わ
る
よ
う
改
革

を
設
計
す
べ
き
だ
。
具
体
的
に
ど

う
い
う
こ
と
か
、
構
造
改
革
の
二

本
柱
で
あ
る
労
働
市
場
と
企
業
統

治
を
例
に
と
り
説
明
し
よ
う
。

　
日
本
は

年
代
か
ら
、
企
業
の

自
由
裁
量
を
増
や
す
雇
用
者
寄
り

の
改
革
と
労
働
者
の
保
護
を
強
化

す
る
被
雇
用
者
寄
り
の
改
革
の
両

面
で
労
働
市
場
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
だ
が
今
般
の
働
き
方
改

革
で
重
点
は
前
者
か
ら
後
者
に
移

っ
た
。
政
府
は
労
働
コ
ス
ト
の
抑

制
を
通
じ
て
企
業
を
支
援
す
る
ゼ

ロ
サ
ム
改
革
か
ら
、
労
働
者
の
待

遇
改
善
を
通
じ
て
労
働
参
加
率
と

生
産
性
の
向
上
を
目
指
す
プ
ラ
ス

サ
ム
改
革
へ
と
か
じ
を
切
っ
た
。

　
こ
の
働
き
方
改
革
は
正
し
い
方

向
を
目
指
し
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
「
規
制
緩
和
」
色
の
濃
か

っ
た
初
期
の
改
革
は
、
結
局
は
格

差
を
拡
大
し
、
経
済
の
安
定
を
損

ね
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
需

要
の
低
迷
と
マ
ク
ロ
経
済
の
弱
体

化
と
い
う
副
作
用
を
招
い
た
。

　
一
方
、
企
業
統
治
改
革
は
単
に

規
制
の
廃
止
や
市
場
の
開
放
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
法
律
と
企
業
慣

行
の
見
直
し
に
関
わ
っ
て
く
る
。

　
日
本
の
政
府
と
産
業
界
は
大
規

模
な
企
業
統
治
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
だ
が
米
国
型
の
株
主
重

視
の
経
営
モ
デ
ル
が
当
の
米
国
で

失
敗
に
終
わ
っ
た
の
に
、
こ
の
モ

デ
ル
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。最
近
の
研
究
で
は
、

こ
の
モ
デ
ル
を
特
徴
づ
け
る
要
素

（
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

株
式

購
入
権
、
自
社
株
買
い
、
敵
対
的

買
収
、
社
外
取
締
役
な
ど
）
が
必

ず
し
も
米
企
業
の
業
績
改
善
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
も
米
国
型
の
株

主
重
視
モ
デ
ル
は
甚
だ
し
い
経
済

的
不
平
等
を
招
い
て
き
た
。

　
日
本
は
こ
う
し
た
米
国
型
モ
デ

ル
を
ま
ね
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ

れ
で
も
企
業
統
治
改
革
は
必
要
で

あ
り
、
日
本
企
業
は
透
明
性
の
拡

大
、
説
明
責
任
の
強
化
、
経
営
陣

の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー（
多
様
性
）

の
推
進
な
ど
の
改
革
で
得
ら
れ
る

も
の
が
多
い
は
ず
だ
。

　
大
別
し
て
企
業
統
治
改
革
に
は

２
つ
の
方
向
性
が
あ
る
。
一
つ
は

経
営
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
で
長
期
的

な
成
長
を
目
指
す
も
の
で
、
も
う

一
つ
は
労
働
者
を
犠
牲
に
し
て
資

本
利
益
率
を
高
め
目
先
の
超
過
利

潤
追
求
（
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン
グ
）

に
走
る
も
の
だ
。
図
は
企
業
統
治

改
革
が
後
者
に
偏
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
よ
う
に
み
え
る
。
過
去

年
間
の
傾
向
は
明
ら
か
に
資
本
主

義
的
搾
取
の
典
型
例
と
一
致
し
て

お
り
、
利
益
が
拡
大
す
る
一
方
、

労
働
分
配
率
は

下
が
り
、
投
資

は
停
滞
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
日

本
型
資
本
主
義
の
長
所
と
弱
点
が

浮
か
び
上
が
る
。
筆
者
の
み
る
と

こ
ろ
、有
能
な
官
僚
組
織
、官
民
の

強
い
結
び
つ
き
、
業
界
の
円
滑
な

調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
業
界
団
体
な

ど
）、協
調
的
な
労
使
関
係
、ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
顧
客
、取
引
先
、

従
業
員
な
ど
企
業
活
動
の
利
害
関

係
者
）重
視
の
経
営
、よ
く
訓
練
さ

れ
た
規
律
あ
る
労
働
力
な
ど
は
長

所
だ
。
日
本
は
米
国
型
資
本
主
義

を
目
指
し
改
革
し
て
き
た
が
、
問

題
は
や
や
行
き
過
ぎ
た
こ
と
や
、

そ
の
過
程
で
せ
っ
か
く
の
長
所
を

損
ね
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。

　
伝
統
的
な
モ
デ
ル
を
守
っ
て
い

れ
ば
良
か
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、

そ
う
で
は
な
い
。
戦
後
の
日
本
型

モ
デ
ル
に
は
、
職
場
で
の
露
骨
な

性
差
別
、
一
部
の
業
界
で
の
談
合

な
ど
重
大
な
欠
陥
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
世
界
経
済
は
、
日
本
の

長
所
を
損
な
い
弱
点
を
深
刻
化
さ

せ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
価

値
創
造
の
主
力
は
製
造
部
門
か
ら

サ
ー
ビ
ス
部
門
へ
移
行
し
、
製
造

自
体
が
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
と
密
接
に
結
び
つ
く
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
製
造
プ
ロ
セ
ス
は
イ

ン
テ
グ
ラ
ル
（
擦
り
合
わ
せ
）
方

式
か
ら
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
組
み
合
わ

せ
）
方
式
へ
、
国
内
の
供
給
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン（
供
給
網
）へ
、

内
製
か
ら
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　
日
本
企
業
は
こ
う
し
た
新
し
い

現
実
に
適
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
世
界
に
先

駆
け
る
に
は
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
、

よ
り
オ
ー
プ
ン
に
な
る
こ
と
に
加

え
て
、
物
理
的
な
イ
ン
フ
ラ
に
も

っ
と
投
資
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
た
だ
し
そ
の
と
き
、
日
本
型
シ

ス
テ
ム
の
長
所
を
生
か
す
こ
と
が

大
切
だ
。
本
来
の
長
所
を
生
か
す

と
同
時
に
、
弱
点
を
克
服
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
具
体
例
と
し
て
、
再
び
労

働
市
場
と
企
業
統
治
改
革
に
立
ち

返
り
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
労
働
力
不
足
は
、
雇
用
の
安
定

や
協
調
的
な
労
使
関
係
と
い
っ
た

長
所
を
維
持
し
つ
つ
、
性
差
別
や

労
働
者
に
と
っ
て
の
柔
軟
性
の
欠

如
と
い
っ
た
日
本
の
雇
用
シ
ス
テ

ム
の
主
な
弱
点
に
取
り
組
む
の
に

良
い
機
会
と
な
る
は
ず
だ
。
政
府

は
企
業
に
と
っ
て
の
柔
軟
性
で
な

く
、
労
働
者
に
と
っ
て
の
柔
軟
性

に
重
点
を
置
く
こ
と
で
、
改
革
を

後
押
し
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
労
働
者
に
と
っ
て
の
柔
軟
性
と

し
て
は
、
例
え
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
働
き
方
の
柔
軟
性
、
休
職
へ
の

対
応
な
ど
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
柔
軟

性
、
正
規
労
働
者
（
正
社
員
）
と

非
正
規
労
働
者
の
間
に
様
々
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
る
待
遇
の
柔
軟

性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
改
革
に
よ
り
労
働
力
参
加
率
や

生
産
性
が
向
上
す
れ
ば
、
最
終
的

に
は
企
業
ひ
い
て
は
経
済
全
体
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
は
ず
だ
。

　
企
業
統
治
改
革
で
は
、
企
業
と

経
営
陣
の
レ
ン
ト
シ
ー
キ
ン
グ
を

拡
大
さ
せ
ず
に
経
営
を
改
善
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。
日
本
は
米
国
型

の
株
主
重
視
モ
デ
ル
を
ま
ね
る
の

で
な
く
、
よ
り
オ
ー
プ
ン
で
よ
り

説
明
責
任
の
明
確
な
独
自
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
重
視
モ
デ
ル
を
目

指
す
べ
き
だ
。
具
体
的
に
は
①
労

働
者
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

を
代
表
す
る
社
外
取
締
役
を
置
く

②
企
業
の
社
会
的
責
任
な
ど
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
広
範
な
関
心
事

に
対
応
で
き
る
よ
う
取
締
役
の
教

育
研
修
を
実
施
す
る
③
株
主
の
み

な
ら
ず
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の

直
接
的
な
支
援
活
動
に
取
り
組
む

―
―
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
よ
り
一
般
的
に
言
え
ば
、
日
本

は
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
課
題
に
取
り

組
む
た
め
に
政
府
の
強
い
指
導
力

と
官
民
の
協
力
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
取
り
組
み
に
は
主
要
技
術
の

開
発
、
政
府
・
企
業
・
学
校
へ
の

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
シ
ス
テ
ム
の

普
及
推
進
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
関
連

産
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
欠
か
せ

な
い
ス
キ
ル
を
備
え
た
人
材
育
成

へ
の
大
規
模
な
投
資
も
必
要
だ
。

日
本
型
シ
ス
テ
ム
の
長
所
は
デ
ジ

タ
ル
時
代
で
も
陳
腐
化
し
て
い
な

い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
以
前
よ
り

重
み
を
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
項
お
わ
り


